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先生の指導を受けながら、元気に
将棋を指す子どもたちの姿があり
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平
成
30
年
4
月
19
日
、
大
河
ド
ラ
マ「
麒き

麟り
ん

が
く
る
」の
制
作
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
人
公
は
戦
国
武
将
と
し
て
名
高
い
明
智

光
秀
。
放
送
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
記
念
す
べ
き

2
0
2
0
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

1
5
7
5
（
天
正
3
）年
、
明
智
光
秀
は
織
田
信
長
か
ら
丹
波

平
定
を
命
じ
ら
れ
、
各
地
の
城
や
寺
院
を
焼
き
払
う
な
ど
、
戦
い

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
南
丹
市
内
に
も
数
多
く
の
歴
史
痕
跡
が
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

南
丹
市
、
亀
岡
市
、
京
丹
波
町
と
商
工
・
観
光
関
係
団
体
は
、

今
回
の
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」の
発
表
を
受
け
、
明
智
光
秀

に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
観
光
客
の
誘
致
を
は

じ
め
と
し
た
地
元
産
業
の
活
性
化
や
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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光
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足
跡
を
探
し
て
〜
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式
典
の
様
子

　

平
成
30
年
11
月
26
日
、
明
智
光
秀

に
よ
っ
て
落
と
さ
れ
た
八
木
城
跡
の

麓
に
佇
む
龍り
ょ
う

興こ
う

寺じ（
八
木
町
）で
、「
明

智
光
秀
丹
波
平
定
の
道 

和
合
の
儀
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。〝
和
合
〟と
は
、
仲

良
く
、
親
し
み
合
う
な
ど
の
意
味
が
あ

り
、「
歴
史
的
遺
恨
を
乗
り
越
え
、
2

市
1
町
と
商
工
・
観
光
関
連
団
体
が
寄

り
添
い
な
が
ら
、
歴
史
的
観
光
資
源
の

発
掘
へ
の
第
一
歩
に
し
た
い
」と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
丹
波
平
定
時
の
戦
禍
に

よ
り
命
を
落
と
さ
れ
た
多
く
の
方
々
や

動
物
、
植
物
も
含
め
た
万
物
へ
の
慰
霊

や
鎮
魂
に
向
け
た
お
経
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
参
列
者
に
は
、
和わ

合ご
う

茶ざ

礼れ
い

が
振
る
舞
わ
れ
、
お
茶
と
と
も
に
遺

恨
の
念
を
流
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、和
合
の
証
と
し
て
、ボ
タ

ン
、ツ
ツ
ジ
、キ
キ
ョ
ウ
の
苗
の
お
手
植

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
タ
ン
は
光
秀

と
戦
っ
た
八
木
城
主
・
内
藤
氏
ゆ
か
り

の
龍
興
寺
、ツ
ツ
ジ
は
光
秀
が
再
興
し
た

玉ぎ
ょ
く

雲う
ん

寺じ（
京
丹
波
町
）、
キ
キ
ョ
ウ
は
光

秀
の
首
塚
が
あ
る
谷こ
く

性し
ょ
う

寺じ（
亀
岡
市
）を

意
味
し
て
い
ま
す
。
龍
興
寺
で
の
式
典

終
了
後
、
各
寺

を
代
表
者
ら
が

訪
問
し
、
お
手

植
え
を
行
い
ま

し
た
。

記念碑を除幕する京丹波町太田町長（左）、亀岡市桂川市長（中）、西村市長（右）

▲お経を唱える龍興寺の住職

▲和合茶礼をいただく参列者

▲龍興寺◀（
上
）玉
雲
寺 

（
下
）谷
性
寺

明
智
光
秀 

丹
波
平
定
の
道
和
合
の
儀 
を
開
催
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丹
波
平
定
の
道

 

■
人
物
像

南
丹
市
内
の
足
跡

 
■
丹
波
平
定
の
主
な
動
き

　
「
本
能
寺
の
変
」で
有
名
な
明
智
光
秀

は
、三
日
天
下
や
裏
切
り
者
な
ど
、悪
い

イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
い
ま
す
。
し
か

し
、丹
波
亀
山
城
や
福
知
山
城
の
築
城
、

由
良
川
の
治
水
工
事
の
ほ
か
、城
下
の
地

税
免
除
な
ど
の
治
世
に
長
け
、領
民
か
ら

も
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、戦
国
時

代
に
は
珍
し
く
側
室
を
置
か
ず
、
愛
妻

家
と
し
て
の
一
面
も
見
せ
て
い
ま
す
。

　

丹
波
平
定
に
お
い
て
は
、
南
丹
市
内

の
城
や
寺
社
な
ど
も
焼
き
落
と
し
に
遭

い
ま
し
た
。
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

1
5
7
5（
天
正
3
）年
、
織
田
信
長

は
重
要
指
令
と
し
て
、
明
智
光
秀
に
丹

波
平
定
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
丹

波
国
は
、
波
多
野
氏（
八
上
城
主
）が
戦

国
大
名
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
中
、
内
藤

氏（
八
木
城
主
）や
赤
井
氏（
黒
井
城
主
）

も
一
定
の
領
域
を
保
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
状
況
で
し
た
。
同
年
11
月
に
は

赤
井
氏
を
包
囲
し
た
後
、
味
方
で
あ
っ

た
波
多
野
氏
の
裏
切
り
に
よ
り
撤
退
。

途
中
、
天
王
寺
の
戦
い
や
信
貴
山
城
の

戦
い
に
出
陣
の
後
、
1
5
7
7
（
天

正
5
）年
、
丹
波
平
定
の
拠
点
に
丹
波

亀
山
城
を
築
城
す
る
と
、
勢
い
に
乗
じ

て
約
2
年
間
で
諸
城
を
落
と
し
ま
す
。

1
5
8
0
（
天
正
8
）年
、
信
長
に
丹

波
国
を
恩
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
る
と
、

城
下
町
の
整
備
や
地
税
免
除
な
ど
、
治

世
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

 

丹
波
平
定
年
表

1
5
7
5（
天
正
3
）年　

　

6
月　

丹
波
平
定
を
命
じ
ら
れ
る

　

7
月　

桐
野
河
内（
園
部
町
船
岡
付
近
）出
陣

　

11
月　

黒
井
城（
丹
波
市
）を
包
囲

1
5
7
6（
天
正
4
）年

　

1
月　

�

波
多
野
氏
の
裏
切
り
に
よ
り
、
黒
井
城

か
ら
撤
退

　

12
月　

�

桐
野
河
内（
園
部
町
船
岡
付
近
）の
支
配

を
伊
勢
氏
か
ら
細
川
氏
に
知
行
替
え

1
5
7
7（
天
正
5
）年　
　
　
　

　

1
月　

丹
波
亀
山
城（
亀
岡
市
）築
城

　

10
月　

籾
井
城（
篠
山
市
）な
ど
を
攻
撃
し
落
城

1
5
7
8（
天
正
6
）年

　

3
月　

黒
井
城
主
・
赤
井
直
正
が
病
死

　

12
月　

八
上
城（
篠
山
市
）を
包
囲

1
5
7
9（
天
正
7
）年　

　

6
月　

�

八
上
城
落
城（
こ
の
頃
、
八
木
城
も
落

城
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
）

　

8
月　

黒
井
城
落
城

　

9
月　

�

多
紀
郡
内（
丹
波
篠
山
市
）を
領
域
化

　
　
　
　

�

天
田
郡（
福
知
山
市
）、
何
鹿
郡（
綾
部

市
）へ
進
行

　

ご
ろ　

福
知
山
城
築
城

1
5
8
0（
天
正
8
）年　

　

8
月　

丹
波
を
領
国
と
し
て
与
え
ら
れ
る

１
５
８
２（
天
正
10
）年

　

６
月　

本
能
寺
の
変

明智光秀（1528～1582）

八木城跡（八木町八木）
　内藤氏が居城した八木城は規模が大きく、
丹波三大山城の一つに数えられています。
1579（天正７）年に落城後、光秀の手により
改修が行われますが、本能寺の変後、廃城
となりました。
　キリシタン武将の内藤ジョアンが最後の
城主とも伝えられる城山からは、亀岡盆地
の素晴らしい景観を見渡すことができます。

賀
が

善
ぜん

寺
じ

（日吉町中世木）
　光秀が周山城（京都市右京区）
を築城する際、近隣の寺社から
資材を集めていました。本堂の
丸柱20本には、「十兵衛（光秀の
通称）」の焼印があり、徴発（取り
立て）対象としていましたが、
柱丈が短かったために免れたと
伝えられています。

龍興寺（八木町八木）
　龍興寺は八木城跡の麓に位置し、八
木城落城の際、全ての建物が焼失しま
したが、1583（天正11）年に再建された

と伝えられて
います。
　寺の前に梅
園があり、春
には花見客で
賑わいます。

▲八木城跡から見る八木町の眺望

▲賀善寺

▲龍興寺

◀
焼
印
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門
もん

坊
ぽう

寺
じ

（美山町河内谷）
　門坊寺（聞法寺）も徴発対象となり
ました。現在は毘沙門天の祠や石段

などが散在して
います。慈

じ

眼
げん

寺
じ

（京都市右京区）、
長
は

谷
せ

寺
でら

（奈良県桜
井市）に仏像が移
ったと伝えられ
ています。

小
こ

畠
ばたけ

氏（園部町宍人）
　1575（天正3）年、織田信長は丹波の国衆の小畠氏あて
に光秀の丹波平定に加勢するよう要請し、丹波攻略の
上で最も重要な家臣として活躍しました。しかし、小
畠氏の中心人物であった小畠国明と子・永明が、1579

（天正7）年、八上城の戦いに参加するも戦死。光秀は功
績を評価し、遺児となった孫・伊勢千代丸に明智姓を
名乗らせ、小畠一族の家督を継がせるよう命じました。
　こうしたことから、光秀が小畠氏をいかに重視して
いたかがうかがえます。

普
ふ

門
もん

院
いん

（日吉町中世木牧山）
　周山城築城のための徴発対象となり、建物は取り壊
されました。江戸時代に再興された後、火災に遭いま

したが、毘沙門天立像などは
難を逃れ、本堂に安置されて
います。聖観世音菩薩は、33
年に一度開帳される秘仏です。
　また、毎年8月24日は、牧山
の松明行事が行われています。

▲毘沙門天跡

▲小畠屋敷図（摩気神社蔵）

▲居城とした宍人城跡

▲普門院

光
秀
を
支
え
た
家
臣

　
丹
波
　
明
智
光
秀

　
　
　
　
ゆ
か
り
の
地
マ
ッ
プ

　「
明
智
光
秀
と
南
丹
市
・

　
　
　
京
丹
波
町
」パ
ネ
ル
展

　

2
0
2
0
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟

が
く
る
」の
発
表
を
受
け
、明
智
光
秀
ゆ

か
り
の
地
を
紹
介
し
た
観
光
マ
ッ
プ
が

平
成
30
年
10
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、
光
秀
に
ゆ
か
り

の
あ
る
地
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
や
寺
社
な

ど
の
紹
介
の
ほ
か
、
グ
ル
メ
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、
光
秀

ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

配
布
場
所
：
各
道
の
駅
、
観
光
協
会
な
ど 

発
行
：
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

　
　
　

兵
庫
県
丹
波
県
民
局

制
作
：
大
丹
波
観
光
推
進
委
員
会

問
南
丹
広
域
振
興
局
商
工
労
働
観
光
室

TEL（
０
７
７
１
）２
３
─
４
４
３
８

問
森
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ

TEL（
０
７
７
１
）２
２
─
９
８
０
０

問
南
丹
市
歴
史
探
勝
会

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

小
畠　

寛 

さ
ん

TEL
０
９
０
─
３
０
３
２
─
８
４
５
３

　

郷
土
史
を
研
究
す
る
市
民
団
体「
南

丹
市
歴
史
探
勝
会
」で
は
、「
明
智
光
秀

と
丹
波
の
関
連
が
丹
波
亀
山
城
と
福
知

山
城
だ
け
で
な
く
、
南
丹
市
や
京
丹
波

町
に
も
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
の
思

い
で
、
昨
年
10
月
か
ら
各
地
で
パ
ネ
ル

展
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
秀
と
の

接
点
が
あ
っ
た
人
物
や
寺
な
ど
、
６
枚

の
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
は
市
役
所
各
支
所
に
展
示
す

る
予
定
で
、
今
後
は
各
所
で
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▶
丹
波
　
明
智
光
秀
　
ゆ
か
り
の
地
マ
ッ
プ
表
紙

▶
パ
ネ
ル
展
の
様
子

　（
園
部
公
民
館
）

場所 展示期間
美山支所 展示中～1月15日（火）
日吉支所 1月16日（水）～23日（水）
八木支所 展示中～期限未定

※午前8時30分～午後5時まで、土曜、
　日曜、祝日を除く
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公表します！
　皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるのかを知っていただくため、
年２回財政状況を公表しています。
　今回は平成29年度（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）の決算状況と平成30年度上半期

（平成30年４月１日から平成30年９月30日）までの
予算執行状況をお知らせします。 平成29年度決算

○
一
般
会
計
の
決
算

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
2
3
2
億
7
8
3
3 

万
円
、
歳
出
総
額
2
2
4
億
9
1
5
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
差
引
額
は
7
億
8
6
7
4
万
円
で
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
2
億
7
8
3
9
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
5
億 

8
3
5
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
丹
市
で
は
、
今
後
と
も
事
務
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、

長
期
的
に
安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

○
財
政
健
全
化
判
断
比
率
な
ど

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
毎
年
度
、
決
算

に
基
づ
い
て
健
全
化
判
断
比

率
な
ど
を
算
定
し
、
公
表
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
4
指
標

は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

※表示単位未満四捨五入のため
合計が一致しないことがあります。

健
全
化
判
断
比
率

指標 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
平成29年度 − − 13.4% 102.6%
早期健全化基準 12.85% 17.85% 25.0% 350.0%
財政再生基準 20.00% 30.00% 35.0%

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」としています。

資
金
不
足
比
率

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
南丹市上水道事業会計 −

20.00％南丹市簡易水道事業特別会計 −
南丹市下水道事業特別会計 −

※資金不足額がないため、資金不足比率は「―」としています。

○健全化判断比率の推移（単位：％）

0.0

5

10.0

15

20.0

25年度

15.1 13.9 13.3 13.3 13.4

26年度 27年度

実質公債費比率（3カ年平均）

28年度 29年度
0.0

50

100.0

150

200.0

25年度

102.6121.2 120.3 110.3 107.4

26年度 27年度

将来負担比率

28年度 29年度

自主財源（28.7%）
　　 　66億7,007万円
市が独自に確保したお金

依存財源（7１.3%）
　　166億826万円
国・府から交付、また
は割当てられ、裁量が
制限されるお金

市税
41億9,772万円　18.0%

諸収入
3億9,212万円　1.7%

その他（財産収入、寄附金、繰越金）
8億7,203万円　3.7%

使用料及び手数料
5億6,836万円　2.4%

繰入金
5億8,822万円　2.5%

分担金及び負担金
5,162万円　0.2%

地方譲与税、交付金
9億5,872万円　4.1%

府支出金
14億4,398万円　6.2%

市債
26億8,220万円　11.5% 国庫支出金

19億2,203万円　8.3%

地方交付税
96億133万円　41.2%

民生費
58億7,859万円　26.1%

労働費
844万円　0.0%

災害復旧費
3億1,646万円　1.4%

公債費
32億6,129万円　14.5%土木費

27億6,380万円　12.3%

教育費
18億3,029万円
8.1%

衛生費
17億8,854万円
8.0%

農林水産業費
11億4,774万円　5.1%

消防費
9億7,995万円　4.4%

商工費
1億4,624万円　0.7%

総務費
41億4,566万円
18.4%

議会費
2億2,459万円　1.0%

借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、南丹市の財政規模に
対する割合で表す指標です。

借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、市の財政規模
に対する割合で表す指標です。

一般会計  歳  入
232億7,833万円
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財政状況を

○
企
業
会
計
の
決
算

　

企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
営
す
る
水
道
な
ど
、
自
治
体
が
住
民

福
祉
の
増
進
を
目
的
に
設
置
し
、
経
営
す
る
企
業
の
会
計
の
こ
と

で
す
。

　

南
丹
市
は
水
道
事
業
を
企
業
会
計
と
し
て
お
り
、
収
益
的
収
支

1
億
3
1
5
1
万
円
の
純
利
益（
黒
字
）を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
で
は
、
1
億
6
0
3
0
万
円
の
収
入
不
足
と
な
り

ま
し
た
が
、
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

○
特
別
会
計
の
決
算

　

特
別
会
計
と
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会
計
と
分

け
て
い
る
会
計
の
こ
と
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
経
費
は
受
益
者（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
）が
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

南
丹
市
に
は
7
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
平
成
29
年
度
の
そ
れ

ぞ
れ
の
決
算
状
況
は
、
右
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

一般会計  歳  出
224億9,159万円

0
5,000
10,000
15,000
20,000
25,000
30,000

1,513 1,660 1,654 1,559

23,70624,474 23,741 23,136 24,627

26,12327,604 27,235 27,566 26,512
一般会計

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

特別会計

企業会計1,461

名　　　称 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 事 業 42億7,644万円 41億5,964万円 1億1,680万円
介 護 保 険 事 業 42億8,837万円 41億2,370万円 1億6,467万円
市 営 バ ス 運 行 事 業 8,090万円 7,487万円 603万円
簡 易 水 道 事 業 6億9,969万円 5億6,408万円 １億3,561万円
下 水 道 事 業 26億9,617万円 26億7,329万円 2,288万円
土 地 取 得 事 業 16万円 16万円 0万円
後期高齢者医療事業 4億8,049万円 4億7,087万円 962万円

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
上 水 道 会 計 収 益 的 5億3,790万円 4億639万円 1億3,151万円

資 本 的 4,287万円 2億317万円 ▲1億6,030万円

特 別 会 計

企 業 会 計

自主財源（28.7%）
　　 　66億7,007万円
市が独自に確保したお金

依存財源（7１.3%）
　　166億826万円
国・府から交付、また
は割当てられ、裁量が
制限されるお金

市税
41億9,772万円　18.0%

諸収入
3億9,212万円　1.7%

その他（財産収入、寄附金、繰越金）
8億7,203万円　3.7%

使用料及び手数料
5億6,836万円　2.4%

繰入金
5億8,822万円　2.5%

分担金及び負担金
5,162万円　0.2%

地方譲与税、交付金
9億5,872万円　4.1%

府支出金
14億4,398万円　6.2%

市債
26億8,220万円　11.5% 国庫支出金

19億2,203万円　8.3%

地方交付税
96億133万円　41.2%

民生費
58億7,859万円　26.1%

労働費
844万円　0.0%

災害復旧費
3億1,646万円　1.4%

公債費
32億6,129万円　14.5%土木費

27億6,380万円　12.3%

教育費
18億3,029万円
8.1%

衛生費
17億8,854万円
8.0%

農林水産業費
11億4,774万円　5.1%

消防費
9億7,995万円　4.4%

商工費
1億4,624万円　0.7%

総務費
41億4,566万円
18.4%

議会費
2億2,459万円　1.0%

○地方債残高の推移（単位：百万円） ○地方消費税交付金（単位：万円）
　（地方消費税引上げ分の社会保障施策への充当）

地方消費税交付金
（社会保障財源分）
充当事業区分

事業費
地方消費税交付金
（社会保障財源分）
充当額

充当
割合

社 会 福 祉 費 208,492 11,899 5.7%

社 会 保 険 104,499 10,525 10.1%

保 健 衛 生 15,404 1,715 11.1%

計 328,394 24,139 7.4%



市民１人あたりに使わ
れる市のお金

７５万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１２万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

169万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

２８万円 

平成30年度予算執行状況

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口または世帯数
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口または世帯数
※平成30年9月30日現在の
　人口　32,094人　世帯数　14,234世帯

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

39億7,562万円
26億3,788万円（66.4%）

29億2,660万円
0万円（0.0%）

6億6,500万円（35.9%）
18億5,108万円

15億7,812万円
8,841万円（5.6%）

15億5,642万円
0万円（0.0%）

1億9,900万円
5,319万円（26.7%）

25億6,847万円
15億6,875万円（61.1%）

64億593万円（67.7%）

予算額  　２４１億１,９６６万円
収入済額　114億1,916万円
収入率　　　　　　　47.3％

収入済額（収入率）
予 算 額

民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

 衛生費

消防費

その他

予算額　　２４１億１,９６６万円
支出済額　  81億1,636万円
支出率　　　　　　　33．7％

34億6,355万円

32億695万円

31億4,974万円

11億5,196万円（33.3%）

14億8,847万円（46.4%）

5億591万円（16.1%）

6億5,821万円（32.6%）

19億579万円

16億5,479万円

24億9,325万円

8億2,938万円（43.5%）

5億9,388万円（35.9%）

6億7,257万円（27.0%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

企業会計（上水道事業）

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されるものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路・橋りょう・河川・公園・住宅などの整備・維持にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

医療や清掃などにかかる費用です。

消防団や防災などにかかる費用です。

議会費、農林水産業費、商工費などが含まれます。

皆さんから南丹市に納めていただく税金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れるお金です。

特定の事業実施のために、国から交付されるお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されるお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されるものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

62億2,705万円
22億1,598万円（35.6%）

20億1,854万円

94億6,435万円
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市民１人あたりに使わ
れる市のお金

７５万円

市民１人あたりが負担
する税金（市税）

１２万円

１世帯あたりに使わ
れる市のお金

169万円 

１世帯あたりが負担
する税金（市税）

２８万円 

平成30年度予算執行状況

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算 ÷ 人口または世帯数
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算 ÷ 人口または世帯数
※平成30年9月30日現在の
　人口　32,094人　世帯数　14,234世帯

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

39億7,562万円
26億3,788万円（66.4%）

29億2,660万円
0万円（0.0%）

6億6,500万円（35.9%）
18億5,108万円

15億7,812万円
8,841万円（5.6%）

15億5,642万円
0万円（0.0%）

1億9,900万円
5,319万円（26.7%）

25億6,847万円
15億6,875万円（61.1%）

64億593万円（67.7%）

予算額  　２４１億１,９６６万円
収入済額　114億1,916万円
収入率　　　　　　　47.3％

収入済額（収入率）
予 算 額

民生費

総務費

公債費

土木費

教育費

 衛生費

消防費

その他

予算額　　２４１億１,９６６万円
支出済額　  81億1,636万円
支出率　　　　　　　33．7％

34億6,355万円

32億695万円

31億4,974万円

11億5,196万円（33.3%）

14億8,847万円（46.4%）

5億591万円（16.1%）

6億5,821万円（32.6%）

19億579万円

16億5,479万円

24億9,325万円

8億2,938万円（43.5%）

5億9,388万円（35.9%）

6億7,257万円（27.0%）

支出済額
予 算 額

（支出率）

一般会計 ≪歳入≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

一般会計 ≪歳出≫ ※ 繰越予算額を含む
※ 単位未満四捨五入

特別会計

企業会計（上水道事業）

皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況に応じて配分されるものです。

社会福祉や児童福祉にかかる費用です。

市の全般的な仕事にかかる費用です。

市債として借り入れたお金の返済にかかる費用です。

道路・橋りょう・河川・公園・住宅などの整備・維持にかかる費用です。

学校の運営や教育の振興などにかかる費用です。

医療や清掃などにかかる費用です。

消防団や防災などにかかる費用です。

議会費、農林水産業費、商工費などが含まれます。

皆さんから南丹市に納めていただく税金です。

事業実施のために、国や金融機関から借り入れるお金です。

特定の事業実施のために、国から交付されるお金です。

特定の事業実施のために、京都府から交付されるお金です。

各種基金（市の貯金）を取り崩して使うお金です。

国に納められた税金の一部が一定の基準に応じて配分されるものです。

各種交付金、使用料および手数料などが含まれます。

62億2,705万円
22億1,598万円（35.6%）

20億1,854万円

94億6,435万円
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名　　　称 予  算  額 収入済額 収 入 率 支出済額 支 出 率

国 民 健 康 保 険 事 業 36億9,330万円 14億3,739万円 38.9% 13億4,493万円 36.4%

介 護 保 険 事 業 42億5,178万円 18億1,407万円 42.7% 17億1,714万円 40.4%

市 営 バ ス 運 行 事 業 5,720万円 1,691万円 29.6% 2,392万円 41.8%

下 水 道 事 業 26億6,011万円 3億2,724万円 12.3% 11億6,606万円 43.8%

土 地 取 得 事 業 21万円 3万円 14.3% 3万円 14.3%

後期高齢者医療事業 4億8,868万円 1億5,013万円 30.7% 1億5,386万円 31.5%

区　　分 収入予算額 収入済額 収 入 率 支出予算額 支出済額 支 出 率
収益的 10億9,342万円 3億9,699万円 36.3% 11億1,441万円 2億4,196万円 21.7%
資本的 1億5,442万円 801万円 5.2% 7億792万円 1億6,485万円 23.3%
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昭
和
46
年
に
木
材
業
を
開
業
さ
れ

た
後
、
昭
和
62
年
に
旅
館「
民
宿
み

や
ま
」を
開
業
。
平
成
６
年
に
は
両

事
業
を
統
一
し「
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ツ
株

式
会
社
」を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
自

身
の
会
社
を
経
営
す
る
傍
ら
、
平
成

11
年
に
美
山
町
商
工
会
副
会
長
、
平

成
14
年
に
は
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
20
年
設
立
の
南
丹
市
商
工

会
で
も
会
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
30

年
ま
で
の
約
16
年
に
わ
た
り
、
旧
美

山
町
お
よ
び
市
の
地
域
経
済
や
商
業

の
活
性
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
15
年
に
京
都
府
商
工

会
連
合
会
の
理
事
、
平
成
21
年
に
は

副
会
長
を
歴
任
。
府
内
の
事
業
者
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
に
貢
献
さ

れ
る
な
ど
、
府
内
の
商
業
を
け
ん
引

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

京
都
府
美
山
町
観
光
協
会
会
長
や
公

益
社
団
法
人
園
部
納
税
協
会
副
会
長

な
ど
を
歴
任
。
献
身
的
な
活
動
が
評

価
さ
れ
、
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表

彰
や
商
工
会
法
施
行
50
周
年
記
念
表

彰
京
都
府
知
事
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

受
章
に
際
し
、「
若
い
頃
か
ら
先

輩
や
同
僚
な
ど
、
皆
さ
ん
に
助
け
て

い
た
だ
い
た
。
今
後
は
皆
さ
ん
へ
恩

返
し
を
し
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ

ま
し
た
。

旭日双光章

「商工事業者の支援や
地域経済の活性化に尽力」

武
たけ

田
だ

　晏
やす

和
かず

さん
（美山町･77）

人
この道☆ひと筋

旭日双光章

「町政・市政の推進と
地域の発展に尽力」

井
い

尻
じり

　治
おさむ

さん
（日吉町･78）

　

平
成
7
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
の

3
期
10
年
間
は
日
吉
町
議
会
議
員
と

し
て
、平
成
13
年
は
副
議
長
、平
成
15

年
に
は
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員

長
や
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
副
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
、
日
吉
ダ
ム
建
設

に
よ
る
移
転
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
ダ
ム
完
成
後
に
お
け
る
日
吉
町

の
活
性
化
拠
点
と
な
る
ダ
ム
周
辺
整

備
に
つ
い
て
の
協
議
を
重
ね
る
と
と

も
に「
第
三
次
日
吉
町
総
合
振
興
計

画
・
後
期
計
画
」の
策
定
や
合
併
協

議
な
ど
に
心
血
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
併
後
の
平
成
18
年
か
ら

平
成
30
年
ま
で
の
３
期
12
年
間
は
南

丹
市
議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
22
年

に
は
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
6
年
間
の
監
査
委
員
の
ほ

か
産
業
建
設
・
厚
生
常
任
委
員
会
委

員
や
議
会
活
性
化
対
策
特
別
委
員
な

ど
を
歴
任
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
嵯
峨
野
線
複

線
化
の
推
進
や「
南
丹
市
議
会
基
本

条
例
」の
制
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
任
中
を
振
り
返
り
、「
議
会
活

動
を
通
じ
て
多
く
の
方
々
と
接
し
、

『
歩
歩
是
道
場（
※
）』の
言
葉
の
よ
う

に
、
日
々
の
歩
み
の
中
に
多
く
を
教

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
感
謝

し
な
が
ら
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た

い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

※�

禅
の
言
葉
で
、
歩
む
一
歩
一
歩
、
言
葉
の
一
つ
一

つ
は
修
行
で
あ
る
こ
と
の
意
。

☆
叙
勲
は
栄
誉
の
し
る
し

　

勲
章
は
、
国
家
や
公
共
に
対
し
て
功
労

の
あ
っ
た
方
に
国
か
ら
授
与
さ
れ
る
記
章

の
こ
と
で
、
春
秋
叙
勲
の
ほ
か
に
、
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
、
高
齢
者
叙
勲
、
死
亡

叙
勲
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

春
秋
叙
勲
は
年
に
２
回
、
４
月
29
日
と

11
月
３
日
付
け
で
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
死
亡
叙
勲
は
勲
章
授
与
の
対
象
と
な
る

べ
き
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、
春
秋
叙
勲

と
は
別
に
随
時
勲
章
を
授
与
さ
れ
ま
す
。

秋の叙勲
受 章 者
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人
事
行
政
に
お
け
る
公
平
・
公
正
な

運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

10
月
26
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
総
会
に
お
い

て
、
南
丹
市
か
ら
３
人
が
全
国
公
平
委

員
会
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
林
全
弘
さ
ん
は
、
平
成
20
年
４
月

１
日
の
委
員
就
任
と
同
時
に
委
員
長
に

就
任
い
た
だ
き
、
10
年
６
カ
月
に
わ
た

り
職
務
に
従
事
。
昨
年
秋
か
ら
１
年

間
、
全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
近
畿
支

部
支
部
長
・
京
都
府
公
平
委
員
会
連
合

会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
田
敦
子
さ
ん
は
、
平
成
11
年
12
月

に
八
木
町
公
平
委
員
会
委
員
に
就
任
以

来
、
18
年
６
カ
月
に
わ
た
り
職
務
に
従

事
。
現
在
ま
で
に
総
務
大
臣
表
彰
も
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
と
も
長
年
に
わ
た
り
、
公
平

委
員
会
の
運
営
に
尽
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

箱
田
博
治
さ
ん
は
、
美
山
町
収
入

役
、
美
山
町
助
役
を
歴
任
さ
れ
、
平
成

21
年
４
月
か
ら
８
年
間
公
平
委
員
と
し

て
お
世
話
に
な
り
、
人
事
行
政
経
験
を

十
分
に
発
揮
さ
れ
、
公
平
委
員
会
の
運

営
に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
公
平
委
員
会
連
合
会
表
彰

を
受
賞

 

第
２
回「
京
の
プ
レ
ミ
ア
ム
米

コ
ン
テ
ス
ト
」
金
賞
を
受
賞

小こ

林ば
や
し

全ぜ
ん

弘こ
う

さ
ん（
園
部
町
）

八は
っ

田た

敦あ
つ

子こ

さ
ん（
八
木
町
）

箱は
こ

田だ

博ひ
ろ

治じ

さ
ん（
美
山
町
）

徳と
く

見み

晃あ
き
ら

さ
ん（
八
木
町
）　

南な
ん

條じ
ょ
う

康や
す

廣ひ
ろ

さ
ん（
美
山
町
）

西に
し

野の

文ふ
み

雄お

さ
ん（
美
山
町
）

▲西村市長に受賞報告する小林さん（右）、八田さん（左）

▲受賞者の皆さん（前列左から 3人目：西野さん、4人目：
徳見さん、6人目：南條さん）

▲食味審査を行う審査員ら

▲西村市長から表彰状を伝達される箱田さん（右）

活
躍
す
る
南
丹
市
の
人
び
と

市
民
の
皆
さ
ん
が
活
躍
す
る
南
丹
市
に

。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
京
の
プ
レ
ミ
ア
ム
米
」ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
、
生
産
者
の
意
欲
の
醸
成
や
京
都

の
米
の
お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
度
の
審
査
の

後
、
12
月
３
日
、
最
終
審
査
会
が
開
催

さ
れ
、
米
や
京
料
理
の
専
門
家
ら
が
食

味
審
査
を
実
施
。
府
内
１
４
５
農
業
者

か
ら
１
５
９
点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か

ら
、
８
点
が
選
ば
れ
、
う
ち
南
丹
市
か

ら
３
人
が
金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
條
さ
ん
と
西
野
さ
ん
は
コ
シ
ヒ
カ

リ
、
徳
見
さ
ん
は
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
応

募
。
徳
見
さ
ん
は
前
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
も
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
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Topics
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
考
え
る

―
市
政
懇
談
会
を
開
催
―

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
思
い
感
じ

て
お
ら
れ
る
こ
と
や
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
た
め
、
10
月
19
日
か
ら
11
月
25
日

に
か
け
て
、
市
内
８
会
場
で
市
政
懇
談

会
を
開
催
し
、
２
１
７
人
の
方
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
市
の
回

答
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
広
報
な
ん
た

ん
で
詳
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す
。

か
や
ぶ
き
の
里
25
周
年
を
祝
う

―
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

 
選
定
25
周
年
記
念
式
典
―

　

12
月
8
日
、
美
山
町
北
の
か
や
ぶ
き

の
里
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
25
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
普
明
寺
で

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
住
民
や
観
光
、
行
政
関
係

者
ら
約
70
人
が
出
席
。
か
や
ぶ
き
の
里

保
存
会
の
中
野
会
長
は「
住
民
の
誇
り

で
あ
る
景
観
を
大
切
に
し
、
次
の
25
年

に
向
け
て
活
動
を
進
め
た
い
」と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、里
の
魅

力
を
伝
え
る
講
演
会
や
住
民
の
出
し
物

で
賑
わ
い
、
25
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

▲11月13日の南丹市役所本庁会場での様子

▲出席者らと記念撮影

▲西脇京都府知事へ要望を提出する西村市長

▲女性への暴力根絶を呼びかけるメンバー

行
政
課
題
な
ど
京
都
府
へ
要
望

―
平
成
31
年
度
京
都
府
予
算
要
望
―

　

11
月
５
日
、
京
都
府
に
対
し
て
南
丹

市
の
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
事
業
化
や

財
源
支
援
な
ど
の
要
望
を
行
い
ま
し

た
。

　

要
望
に
は
市
長
、
副
市
長
、
各
部
長

ら
が
京
都
府
庁
へ
出
向
き
、
西
脇
知
事

や
山
内
、
山
下
、
舟
本
副
知
事
、
各
部

の
幹
部
職
員
な
ど
に
９
点
の
最
重
点
要

望
と
29
点
の
重
要
要
望
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
、
多
様
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
の
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
情

報
共
有
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す

―
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
街
頭
啓
発
―

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
問
題
で
あ
り
、
毎
年
11
月
22
日
か

ら
25
日（
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国

際
日
）を
運
動
期
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

11
月
12
日
に
は
、
南
丹
市
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
街
頭
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、京
都
府
立
園
部
高

等
学
校
正
門
で
は
、夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る

パ
ー
プ
ル
に
染
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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南丹の景観ちょっと情報

【八木町神吉地域　紅
も み じ

葉峠の雲海】
　南丹市八木町に位置する神吉地域は、標高約360ｍ
の高台に位置しています。
　神吉地域から、旧道を３㎞進むと、紅葉峠展望台に
到着します。そこからは、南丹市八木町・亀岡市域を一
望でき、季節によっては眼下に雲海をみることができ、美
しい眺望を望めます。

景観の小窓

第 26 景

八木町神吉　紅葉峠

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
１
９

美
山
支
所
地
域
推
進
課

℡（
０
７
７
１
）６
８
︱
０
０
４
０

届
出
対
象
行
為
は
、
工
事

着
工
の
30
日
前
ま
で
に

届
け
出
を
！

　

美
山
町
地
域
で
、
建
築
物
の
建
築

や
工
作
物
の
建
設
、
土
地
の
形
質
変

更
、
土
石
な
ど
の
堆
積
を
行
う
場
合

に
は
、
着
工
す
る
30
日
前
ま
で
に
市

へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
出
対

象
行
為
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
お
う
と
す
る
行
為
が
届

け
出
の
対
象
に
な
る
か
な
ど
、
ご
不

明
な
点
や
景
観
計
画
に
関
す
る
こ
と

は
、
地
域
振
興
課
ま
た
は
美
山
支
所

地
域
推
進
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
南
丹

市
に
関
わ
る
多
く
の
方
と
一
緒
に
、

優
れ
た
景
観
を
守
り
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

バス停「神吉上」から紅葉峠へ続く道

紅葉峠の道中

道中から望む眺望

〜紅葉峠展望台の眺望〜
★紅葉峠展望台へは、路線バスが便利です★
【路線バス：京阪京都交通　神吉線、原・神吉線】
　八木駅前（７：19発）⇒　神吉上（７：39着）
バス停「神吉上」から絶景紅葉峠を通って、バス停「東所」までハイキ
ングができます。
※舗装された山道を下るコースです。（左写真参照、約5.7㎞）
　東　所（10：05発）⇒　八木駅前（10：17着）



14広報なんたん12・1月号

協
働
の
キ
ャ
ン
バ
ス

描こう
みんなで

48

南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）までお気軽にどうぞ

南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）までお気軽にどうぞ

市
民
協
働
番
組

 　
「
協
働
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
！
」

　

南
丹
市
で
は
た
く
さ
ん
の
市
民
団
体
が
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
活
動
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
を
皆
さ
ん
は
知
っ

て
い
ま
す
か
？

 

「
協
働
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｎ
！
」
は
、「
ど
ん
な
ふ
う
に
活
動
が

始
ま
っ
た
の
か
」「
な
に
が
そ
の
人
の
ス
イ
ッ
チ
を
Ｏ
Ｎ
に

し
た
の
か
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
を
紹
介
す
る
番
組
で
す
。

　

番
組
を
見
た
人
の
「
何
か
活
動
を
始
め
て
み
よ
う
」
と

思
う
心
の
ス
イ
ッ
チ
を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
南

丹
市
地
域
振
興
課
と
ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、

南
丹
市
情
報
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
、
平
成
29
年
7
月
か

ら
番
組
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
12
月
の
放
送
で
紹
介
し

た
団
体
の
概
要
や
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

〈  

出
演
団
体
募
集  
〉

●
番
組
で
紹
介
し
て
ほ
し
い

●
こ
ん
な
協
働
を
し
て
い
る

　

 

な
ど
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
地
域
振
興
課
ま
た
は

ま
ち
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

 〈番組概要〉
番組名　　「協働スイッチＯＮ！」
放送日　　毎月第2木曜日から翌水曜日
　　　　　午前6時・9時・11時・午後2時・7時・9時の１日6回放送
視聴方法　 テレビで、なんたんテレビ（11チャンネル）をご覧いただくか、

南丹市ホームページ内の映像配信ページ（ライブ配信）でご覧
ください。
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南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）までお気軽にどうぞ

南丹市まちづくりデザインセンター（0771-68-3555）までお気軽にどうぞ

　小さな子どもを持つ母親が楽しく育児ができ
るよう、母親がリフレッシュできる場所づくり
として託児付きカフェなどを実施。
■ポイント
　子育て支援者向けのセミナー参加をきっかけ
に、活動を開始。続けていくにつれて「普段で
きないことをしよう」と団体としてのこだわり
が出てきた。

８月放送　美山子育てパートナーズ　よっといで

　地域住民と観光客の交流を促し、地元を元気
にすることを目的に、地元野菜の朝市や地元食
材を使った食堂などを美山町鶴ヶ岡地域で実
施。
■ポイント
　「地域のために何ができるのか」をテーマに人
が集まり、そこから課題や手段を話し合い活動
を始めた。

７月放送　ムラガーレ食堂

　美山川を愛する人々が協力しながら川を次世
代につなぐことを目的に、「千年の川プロジェ
クト」と題して学習会や調査会を定期的に開催。
■ポイント
　これまで実施してきた環境保全や自然体験の
活動を続けていくだけでなく、自然に対してで
きることを振り返り、新たな事業を始めた。

６月放送　NPO法人芦生自然学校

　「街と人が両想いになれる街へ」をキャッチコ
ピーに、移住者が先輩移住者や地元住民と話す
会を市内各地で開催。
■ポイント
　自分が移住した時に困った経験から、「同じ
ことで困っている人がいるかも」と思い活動を
始めた。

５月放送　KURASI nantan

　野菜や地元産の加工品などを販売する「天引
むくむく市」を中心に、地域行事の復活や新規
事業の立ち上げなど、園部町天引区内でさまざ
まな取り組みを実施。
■ポイント
　従来の地域組織とは違う体制で、地域活性化
の取り組みを提案し、実行しようと結成した。

４月放送　天引区の活性化と未来を考える会

ぜひ、放送を
ご覧ください。

１月は、南丹市歴史探勝会を紹介しています。

　平成30年5月、農家の暮らしが体験できる農
家民宿を日吉町生畑にオープン。宿泊者、市外
学生の受け入れだけでなく、地域の人を招待し
たお茶会などを実施。
■ポイント
　教育民泊の受け入れを行った際、人の世話を
することで自分も元気になれることに気づき、
農家民宿のオープンを決めた。

１２月放送　農家民宿　めぐみ亭

　人と人がつながる場所を作ることを目的に、
園部町埴生で物々交換のイベントを開催。
■ポイント
　主催者が参加して良かったと思ったイベント
を「自分たちでもやってみよう」と活動開始。活
動を続けることで、イベントに独自性が出てき
た。

１１月放送　さまさま市

　創作活動や作家活動をする人を応援し、工芸
品に興味を持つ人の増加を目的にギャラリーシ
ョップの運営やアートイベントを八木町で実
施。
■ポイント
　「工芸に気軽に触れてほしい」との思いから活
動を開始。活動を続けていくなかで、取り組み
たいことを明確にしていった。

１０月放送　アートスペースあけぼの

　誰もが社会参加できる地域の実現に向け、社
会参加が困難な方々を対象に、料理教室やカウ
ンセリングルーム、サロン活動などの支援事業
を園部町「新

あたらしや

屋」を拠点に実施。
■ポイント
　利用者の「活動する場所が欲しい」というニー
ズに応え、活動を開始。交付金を活用して自立
の道を作ってきた。

９月放送　ＮＰＯハートフルチャリング
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福祉とわたし＜＜＜for our happiness＞＞＞
福祉は、私たち一人ひとりが幸せに暮らすためにあります。

�

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
健

康
増
進
や
教
養
の
向
上
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
推
進
を
目
的
に
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
市
内
３

カ
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
サ
ー
ク
ル
、
サ
ロ
ン

や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
60
歳
以
上
の
方

が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
無

料
で
す
。
施
設
の
利
用
申

し
込
み
、
空
き
状
況
の
確
認
は
各
問

合
せ
先
へ
お
願
い
し
ま
す
。

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
レ
ポ
ー
ト

太田隊員

引き続き

頑張ります その2
イラスト・村上隊員

◎
南
丹
辞
典
の
新
し
い
単
語
を
募
集
中

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
南
丹
市
を
紹
介
す

る
た
め
に
つ
く
っ
た
辞
典「
南
丹
辞
典
」を

配
布
し
て
い
ま
す
。「
追
加
し
て
ほ
し
い
」

単
語
が
あ
れ
ば
、
そ
の
単
語
と
説
明
文
を
、

南
丹
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
ペ
ー
ジ
か
ら
投
稿
い
た
だ
く
か
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス（nantan.doors@

gm
ail.

com

）ま
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
協
力
隊
ニ
ュ
ー
ス

協
力
隊
４
期
の
山
内
光
雅
隊
員
が「
南
丹
空

き
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
は
じ
め
ま
し
た
。

空
き
家
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
移
住
者
の
選
択
肢

を
増
や
す
こ
と
を
目
標
に
空
き
家
管
理
、
空

き
家
改
装
、
空
き
家
バ
ン
ク
と
の
連
携
な
ど

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
定
住
・
企
画
戦
略
課

℡（
０
７
７
１
）６
８

−

０
０
０
３

こむぎ山
　　健康学園
部屋数：和室１

部屋数：
ホール１、
会議室1、和室2

八木老人福祉センター

部屋数：
会議室2、和室3

美山高齢者コミュニティセンター

・住　　所：園部町小桜町61番地
・利用時間：午前８時30分〜午後５時
・問合せ先：高齢福祉課
・電　　話：（0771）68-0006

・住　　所：八木町西田金井畠１-１番地
・利用時間：午前８時30分〜午後５時
・問合せ先：八木老人福祉センター
・電　　話：（0771）42-4680

・住　　所：美山町安掛下23番地
・利用時間：午前８時30分〜午後10時
・問合せ先：平屋振興会
・電　　話：（0771）75-5300

（共通事項）休館日は土曜・日曜・祝日・年末年始

1
2

3
4



17 広報なんたん12・1月号

食
は
、

　
　
ひ
と
づ
く
り
、

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

—33—

保
育
所
食
育
の
取
り
組
み

〜
平
成
30
年
度
食
事
調
査
〜

問
い
合
わ
せ
先

南
丹
市
食
育
推
進
委
員
会

（
事
務
局
：
保
健
医
療
課
）

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
１
６

　

市
内
の
保
育
所
に
入
所
す
る
１
〜
５

歳
児
７
２
０
人
を
対
象
に
、
家
庭
に
お

け
る
食
事
の
実
態
を
把
握
し
、
食
育
活

動
の
参
考
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

食
事
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の
結

果
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

—
朝
食
の
食
事
バ
ラ
ン
ス
—

　

９
割
以
上
の
子
ど
も
が
朝

食
を
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

朝
は
特
に
忙
し
い
の
で
、
主
食
・
主

菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
朝
食
を
作
っ
て

食
べ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
朝
食
を
取
る
習

慣
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

★
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
朝
食

 

—
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
—

　

嫌
い
な
食
べ
物
は
、「
野
菜
」

が
飛
び
抜
け
て
多
い
結
果
で
し
た
。

　

給
食
で
は
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

 

—
お
や
つ
の
内
容
—

　

市
販
の
お
や
つ
が
多
く
な

っ
て
い
る
結
果
で
し
た
。

　

子
ど
も
は
三
度
の
食
事
だ
け
で
は
身

体
に
必
要
な
栄
養
素
が
取
り
き
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
量
を

食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
も
う
１
回
食
事

が
必
要
で
す
。
そ
れ
が
お
や
つ
で
す
。

　

保
育
所
で
は
毎
日
が
手
作
り
お
や
つ

で
す
。
旬
の
食
べ
物
や
薄
味
の
お
や
つ

を
提
供
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

お
家
で
も
お
や
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

—
乳
幼
児
期
に
大
切
に
し
た
い
こ
と
—

　
「
食
べ
る
こ
と
」は
生
き
る
こ
と
の
源

で
、
体
の
成
長
だ
け
で
な
く
、
心
の
発

達
に
も
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
食

事
の
場
は
、
空
腹
を
満
た
す
だ
け
で
な

く
、
信
頼
関
係
の
基
礎
を
つ
く
る
場
と

な
り
ま
す
。
乳
幼
児
期
か
ら
、
発
達
段

階
に
応
じ
て
豊
か
な
食
の
体
験
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
基
礎
と
な
る“
食
を
営
む
力
”を
培
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲食べ物の好き嫌い

▲給食とおやつ

▲給食中の様子

▲朝食の食事バランス

主
食
の
み
の
人
は
、
主
菜
や
副
菜
を
プ
ラ
ス

し
ま
し
ょ
う
！

●�

旬
の
食
材
や
菜
園
活
動
で
栽
培
し
た
野
菜

を
取
り
入
れ
る

●�“
だ
し
”を
き
か
せ
、
食
材
そ
の
も
の
の
味

を
生
か
す

●�

い
ろ
い
ろ
な
調
理
方
法（
焼
き
物
、炒
め
物
、

揚
げ
物
、
煮
物
、
蒸
し
物
な
ど
）の
献
立

●�

良
く
噛
ん
で
味
わ
え
る
よ
う
、
切
り
方
や

調
理
方
法
を
工
夫
す
る

工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

▶
家
庭
で
食
べ
る
お
や
つ
の
内
容

●
適
度
な
量
を
お
皿
に
入
れ
ま
し
ょ
う

●
時
間
を
決
め
て
食
べ
ま
し
ょ
う

●�

食
べ
た
あ
と
は
、
う
が
い
や
歯
磨
き
を
し

ま
し
ょ
う

お
家
で
の
お
や
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①

②

③

＜主食＞

+

＜主菜＞

+

＜副菜＞
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〜
＋
10
分（
プ
ラ
ス
テ
ン
）か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
〜

̶89̶

お元気ですか？

保健師です。

　

皆
さ
ん
は
、
ご
自
分
の
血
圧
が
普
段

ど
の
く
ら
い
か
ご
存
知
で
す
か
。

　

今
回
は
家
庭
血
圧
測
定
の
大
切
さ
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

血
圧
が
高
い
状
態
が
長
く
続
く
と
、

動
脈（
血
管
）が
弾
力
を
失
い
、
硬
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
動
脈
硬
化
で

す
。脳
で
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と「
脳

梗
塞
」「
脳
出
血
」、心
臓
で
は「
狭
心
症
」

「
心
筋
梗
塞
」、腎
臓
で
は「
腎
不
全
」「
腎

障
害
」を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

高
血
圧
に
は
、
夜
間
だ
け
高
い
夜
間

高
血
圧
、
早
朝
に
急
激
に
高
く
な
る
早

朝
高
血
圧
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
仮
面
性

高
血
圧
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
健
診
で
は
見
つ
か
り
に
く
い
た
め
、

家
庭
で
の
血
圧
測
定
で
見
つ
か
る
こ
と

が
多
い
で
す
。

　

血
圧
は
気
温
、
体
調
、
食
事
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
で
も
上
下
し
ま
す
。
自
身
の

血
圧
を
知
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ

と
で
合
併
症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

南
丹
市
が
高
血
圧
の
予
防
・
改
善
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
国
際
医
療
大
学
と
の
共
同
制

作
、
な
ん
た
ん
テ
レ
ビ「
ピ
ン
ピ
ン
！

健
幸
の
ツ
ボ
・
高
血
圧
対
策
」を
放
送

中
。

　

ま
た
、市
民
健
診
結
果
報
告
会
で
は
、

減
塩
効
果
が
分
か
る
フ
ー
ド
モ
デ
ル
の

展
示
の
ほ
か
、
健
康
教
室
や
乳
幼
児
健

診
参
加
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
尿
中

塩
分
測
定
を
実
施
し
、
減
塩
を
意
識
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

高
血
圧
の
予
防
・
血
圧
値
の
改
善

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

減
塩　

薄
味
に
慣
れ
ま
し
ょ
う

②  

食
事　

野
菜
は
タ
ッ
プ
リ
、
果
物

は
適
量

③  

減
量（
目
標
Ｂ
Ｍ
Ｉ  

25
）

　

 　

体
重
増
加
に
よ
り
血
圧
を
上
げ
る

悪
玉
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す

④  

適
度
な
運
動　

血
圧
を
下
げ
る
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
を
増
や
し
ま
す

⑤  

節
酒（
１
日
ビ
ー
ル
500
㎖
ま
で
）

　

 　

適
量
を
守
る
と
１
〜
２
週
間
で

血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
ま
す

⑥  

禁
煙　

喫
煙
は
血
圧
を
上
げ
る
と

と
も
に
、
が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患

な
ど
の
強
力
な
危
険
因
子
で
も
あ

り
ま
す

　

日
本
高
血
圧
学
会
で
は
診
察
室
血
圧

と
家
庭
血
圧
が
異
な
る
場
合
は
家
庭
血

圧
を
優
先
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
ま

す
。
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
健
康

管
理
の
た
め
に
家
庭
血
圧
測
定
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

保
健
医
療
課

　

℡（
０
７
７
１
）６
８
─
０
０
０
７

〜
家
庭
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
〜

　
　
　

み
な
さ
ん
の
普
段
の
血
圧
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

家
庭
で
血
圧
測
定
を
し
ま
し
ょ
う

予
防
・
改
善
の
鍵
は
生
活
習
慣

高
血
圧〈
本
当
に
怖
い
の
は
合
併
症
〉

仮
面
性
高
血
圧
に
注
意

家庭血圧測定
《測定時刻》
　朝：起床１時間以内　朝食前・服薬前
　晩：就寝前　　　
　��（朝、晩１日２回測定）

《測定前》
　トイレを済ませ、１〜２分間安静にして測定する

《測定回数》
　２回測定し、その平均を取る
※血圧は変動しますので何度も測ることはＮＧ

【高血圧の基準値】（日本高血圧学会）
診察室血圧：140/90mmHg　以上
家庭血圧：135/85mmHg　以上
○一般的な値です。
○�年齢や健康状態により基準値は前
後します。
※家庭血圧測定で週に５日以上測定
し基準値よりも高い場合は、測定結
果を持参し医療機関を受診してくだ
さい。▲週報にて放送中



19 広報なんたん12・1月号

　

近
年
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
や
回
転
寿
司
店
な
ど
で
は
、
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
で
の
注
文
が
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。
電
車
や
バ
ス
に

乗
る
際
も
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
す

れ
ば
、
そ
の
都
度
乗
車
券
を
購
入

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ

り
、
商
品
購
入
や
旅
行
予
約
な

ど
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
浸
透
し
て
き
ま
し

た
。

　

他
者
と
出
会
っ
た
り
、
関
わ
ら

な
く
て
も
モ
ノ
が
買
え
、
電
車
や

バ
ス
に
も
乗
れ
る
社
会
は
と
て
も

便
利
で
す
が
、
そ
の
反
面
私
た
ち

の「
他
者
と
関
わ
る
」能
力
は
、
少

し
ず
つ
低
下
し
て
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

出
会
い
と
共
生
社
会

　

そ
の
こ
と
に
一
人
一
人
が
気
付

き
、
他
者
と
出
会
お
う
と
す
る
こ

と
が
共
生
社
会
を
つ
く
る
第
一
歩

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
し
い
職
場
や
学
校
に
行
く

際
、
ま
た
初
め
て
の
集
団
に
参
加

す
る
時
、私
た
ち
は
不
安
を
感
じ
、

緊
張
し
ま
す
。
出
会
い
は
楽
し
い

こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
出
会
う

と「
リ
ス
ク
」を
負
う
場
合
も
あ
る

か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
と
も
す
れ
ば
出
会

わ
な
い
・
関
わ
ら
な
い
で
済
ま
す

楽
な
道
を
選
ん
で
し
ま
い
が
ち
で

す
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る「
無
縁

社
会
」と
い
う
も
の
を
生
ん
で
い

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
他
者
と
出
会

う
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
が
広
が
っ

た
り
、
自
分
自
身
が
助
け
ら
れ
た

と
い
う
経
験
も
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
や
職
業
の
違
う
人
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が
違
う

人
、
障
が
い
や
病
気
の
あ
る
人
、

言
語
や
文
化
が
異
な
る
人
も
含
め

て
、
新
た
な
出
会
い
を
お
そ
れ
な

い
こ
と
、
む
し
ろ
積
極
的
に
出
会

い
・
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
持

つ
こ
と
が
、
共
生
社
会
を
実
現
し

て
い
く
鍵
だ
と
い
え
ま
す
。

（
人
権
政
策
課
）

ふ・れ・あ・い

―第34回―

「笑顔の輝く学校に」

園
部
第
二
小
学
校
で

は
、
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
て
人
権
認
識
の
日
常

的
な
意
識
化
を
進
め
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
中
の
主
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
ず
、
人
権
に
対
す
る

意
識
を
高
め
よ
う

と
、
毎
月
10
日
を
人
権
デ
ー

と
し
て
設
け
、「
ふ
わ
ふ
わ

ハ
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
」の
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク
の
ハ
ー
ト
に
友
達

の
が
ん
ば
り
や
優
し
さ
を
書
き
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
各
ク
ラ
ス
１
名
を
選
ん

で
給
食
の
時
に
放
送
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
放
送
を
聞
く
子
ど
も
た
ち
は
、
自

然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
ピ
ン
ク

の
ハ
ー
ト
は
、
各
階
の
共
有
ス
ペ
ー
ス

に
張
り
出
し
ま
す
。
そ
の
様
子
が
ま
さ

に
ハ
ー
ト
で
で
き
た
花
、
ハ
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
で
す
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
人
権
月
間

の
取
り
組
み
で
す
。
こ
こ
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

人
権
月
間
ス
タ
ー
ト
集
会
で
、
教
師
が

子
ど
も
た
ち
に
問
題
を
投
げ
か
け
る
劇

を
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
異
年
齢
の
児

童
で
構
成
す
る「
な
か
よ
し
班
」で
意
見

を
交
流
し
合
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、
各

ク
ラ
ス
で
目
標
を
立
て
て
取
り
組
み
を

し
ま
す
。
ま
た
、
各
学
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

人
権
委
員
さ
ん
と
連
携
し
、
人
権
意
識

を
高
め
る
活
動
も
し
ま
す
。
人
権
月
間

の
最
後
に
、
人
権
月
間
ま
と
め
集
会
を

開
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
み
ん
な
が
咲

か
せ
た
ふ
わ
ふ
わ
ハ
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
を

飾
り
、
人
権
月
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
作

文
に
書
い
て
、
学
年
の
代
表
が
発
表
し

ま
す
。
友
達
の
発
表
を
聞
い
て
自
分
の

考
え
を
深
め
て
人
権
月
間
が
終
了
し
ま

す
。今

年
の
児
童
会
の
テ
ー
マ
は
、「
咲

か
せ
よ
う
！
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花　

輝
か
せ
よ
う
！
み
ん
な
の
笑
顔
」

で
す
。
こ
の
言
葉
の
通
り
、
子
ど
も
た

ち
が
自
分
の
花
を
咲
か
せ
、
笑
顔
の
輝

く
学
校
に
な
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　
（
園
部
第
二
小
学
校　

人
権
教
育
部

小こ

峰み
ね　

晶あ
き

子こ

）
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▲教師による人権劇の様子

▲なかよし班意見交流の様子
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〜
快
適
な
読
書
環
境
を
皆
さ
ん
に
！
〜

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

No.74

イメージキャラクター“なびっと”

—第59回—
消費生活情報

「サブリース契約」

大
き
な
リ
ス
ク
も
！

「
ア
パ
ー
ト
を
建
て
ま
せ
ん
か
」

と
い
う
勧
誘
に
ご
注
意
！

物
件
を
一
括
し
て
借
り
上
げ
、
賃
借

人
に
転
貨
す
る
、
サ
ブ
リ
ー
ス
と
い
う

ア
パ
ー
ト
経
営
が
あ
り
ま
す
。
管
理

の
手
間
を
掛
け
ず
に
一
定
の
家
賃
収

入
が
見
込
め
る
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ま
す

が
、
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

●「
家
賃
保
証
」と
う
た
っ
て
い
て
も
、

家
賃
相
場
や
入
居
状
況
の
悪
化
な
ど

に
よ
り
、
見
込
み
通
り
の
収
入
が
得

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
額
な
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
も
あ
り
、

ロ
ー
ン
返
済
の
ほ
か
に
、
老
朽
化
に
よ

る
修
繕
費
用
な
ど
、
契
約
後
の
追
加

の
出
費
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
良
い
話
だ
と
思
っ
て
も
、
一
人
で
は

判
断
せ
ず
、
家
族
や
周
り
の
人
に
相

談
し
、
事
業
者
か
ら
契
約
内
容
や
事

業
計
画
、
家
賃
収
入
が
減
る
な
ど
の

リ
ス
ク
に
つい
て
説
明
を
受
け
る
な
ど
、

十
分
理
解
し
た
上
で
契
約
の
判
断
を

し
ま
し
ょ
う
。　

●
不
安
に
思
っ
た
ら
、
左
記
窓
口
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
事
業
者
が
建
物
所
有
者
か
ら
賃
貸

事例　所有する土地の相続について悩んで
いたところ、「賃貸アパートを建設しない
か」と電話があった。来訪してもらい話を聞
くと、入居者を集め家賃も保証し、修繕管

理もしてくれるという。相続
税対策になると聞き、その気
になって高額な契約をしてし
まった。しかし、建築費の融
資を受けなければならないし、
無理な契約をしたと後悔して
いる。（70歳代男性）

（
商
工
観
光
課
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
１
８
８

南
丹
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

℡（
0
7
7
1
）6
8
─
0
1
0
0

月
曜
・
火
曜
・
金
曜（
祝
日
は
休
み
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

ひ
と
こ
と
助
言

新
刊
紹
介

　

昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
の
思

い
出
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ
た
図

鑑
で
す
。
な
つ
か
し
い
あ
れ
こ
れ

が
満
載
の
こ
の
本
で
、
タ
イ
ム
ト

リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

幼
稚
園
に
住
む
、
ニ
ワ
ト
リ
の

ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん
の
毎
日
は
、
園
児

を
相
手
に
大
変
な
こ
と
の
連
続
で

す
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
お
話
と
か
わ

い
い
挿
し
絵
が
人
気
の
シ
リ
ー
ズ

最
新
刊
で
す
。

『
昭
和
少
年
少
女
と
き
め
き
図
鑑
』

著
者
：
市
橋
芳
則
・
伊
藤
明
良

出
版
：
河
出
書
房
新
社

『
ケ
イ
ゾ
ウ
さ
ん
の

春
･
夏
･
秋
･
冬
』

さ
く
：
市
川
宣
子
　
え
：
さ
と
う
あ
や

出
版
：
講
談
社

（独）国民生活センター

見守り新鮮情報
第320号より

　

図
書
館
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が

利
用
さ
れ
る
公
共
の
施
設
で
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
蔵
書
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
で
す
。

南
丹
市
立
図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん

に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
期
間
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
、
各
図
書
館
・
室
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
は
、
図
書
館
の
利
用

に
つ
い
て
お
願
い
を
記
載
し
た
特

製
し
お
り
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
環

境
作
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▶
特
製
し
お
り
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▲摩気高山の郷文化祭での演劇の様子
（11/25）

〜コンビニ劇団〜
お年寄りを笑顔にさせる

《問い合わせ先》
南丹市社会福祉協議会園部事務所

TEL：（0771）62-4125

練習の様子（11/13）
　
「
コ
ン
ビ
ニ
劇
団
」の
前
身
で
あ
る

「
劇
団
三
人
」は
平
成
７
年
に
敬
老
会
の

催
し
事
と
し
て
、
代
表
の
西
田
さ
ん
が

仲
間
と
共
に
コ
ン
ト
を
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
そ
の
後
活
動
は
休
止
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
に
３
人
で

「
劇
団
三
人
」を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
は
新
メ
ン
バ
ー
も
加
入
さ
れ
、「
コ

ン
ビ
ニ
劇
団
」と
改
名
し
、
50
〜
70
歳

代
の
７
人
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、
年
に
約
20
回
、
市
内
外

の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
高
齢
者
福
祉
施

設
な
ど
に
出
張
さ
れ
、
30
分
間
の
劇
や

コ
ン
ト
を
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
１
時
間

出
演
の
場
合
は
、劇
や
コ
ン
ト
の
ほ
か
、

銭
太
鼓
や
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
腹
話
術

や
踊
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
合
格
さ

れ
た
方
の
歌
な
ど
、
個
性
豊
か
な
メ
ン

バ
ー
の
一
芸
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

練
習
は
月
に
２
回
ほ
ど
、
園
部
公
民

館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
劇
や
コ
ン
ト

の
ネ
タ
は
代
表
の
西
田
さ
ん
が
毎
年
１

本
作
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
６
作
品
を
生

み
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。「
一
度
行

っ
た
サ
ロ
ン
で
は
、
同
じ
ネ
タ
を
や
ら

な
い
」と
、
お
客
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
よ

う
と
し
た
配
慮
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
を
思
う
と
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
笑
っ
て
も
ら
っ

て
、
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
ど

ん
な
良
薬
よ
り
も
健
康
に
は
笑
い
が
一

番
」と
西
田
代
表
は
話
し
ま
す
。「
人
を

怒
ら
せ
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
笑
わ
せ

る
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
。
笑
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
脳
の
活
性
化
に
貢
献
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」と
笑
い
な

が
ら
メ
ン
バ
ー
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ま
た
、「
自
分
の
劇
が
上
手
く
い

っ
た
と
き
や
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

え
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
」「
出

演
の
緊
張
感
と
無
事
終
わ
っ
た
と
き
の

安
心
感
が
自
分
の
ボ
ケ
防
止
に
役
立
っ

て
い
る
」「
お
客
さ
ん
か
ら
元
気
を
い

た
だ
い
て
い
る
」な
ど
、
口
々
に
や
り

が
い
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
今
後
も
い
ろ
ん
な
会
場
で
長
く
続

け
て
い
き
た
い
」と
願
う
西
田
代
表
。

明
る
く
、
ゆ
か
い
な「
コ
ン
ビ
ニ
劇
団
」

の
活
動
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
楽
し

み
を
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

団らん中に強盗が入ってくるシーン

家族の前で財布からお金を盗むシーン

強盗から脅されているシーン

地域のサロンに出張します
　劇やコントをして、皆さんに楽しん
でもらうサークルです。区のサロン
や高齢者福祉施設などにも出張出
演しています。
　“コンビニ感覚”でお気軽に呼んで
ください。ご希望される場合は、下
記までご連絡ください。



まちの話題を紹介します
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　11月3日、「美山ふるさと祭」が市
役所美山支所周辺で開催されまし
た。ステージショーでは、地元グ
ループを中心とした和太鼓やコー
ラスなどが披露され、会場は大い
に賑わいました。飲食ブースでは、
栃もちや栗ごはんなどが用意され、
来場者は美山で採れた秋の味覚を
楽しんでいました。
　また、市内の小中学生が府内産
木材で作成した木工作品を表彰す
る「府内産材もくもくコンクール」
の表彰式や町内を巡り歩く「美山か
やぶきの里ワンデーマーチ」など多
彩なイベントが開催され、多くの
方が秋の美山を満喫しました。

　10月27日、南丹市商工会が主催する「なんたん商工
感謝祭」が国際交流会館で行われました。会場では、人
気キャラクターショーなどのステージイベントや商工会会
員事業所のＰＲや飲食ブースが立ち並び、多くの市民が
来場されました。
　また、宮町、本町、上本町の商店街とシンボルロード
では「まちなかハロウィン×そのべ軽トラ市」が開催され、
協力店ではお菓子を配布。約200人の参加者があり、自
慢の仮装を身に着けた親子らで賑わいました。

「
認
知
症
の
方
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て
」

「
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
と

  
賑
う
仮
装
パ
レ
ー
ド
」

（
10
／
20　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
伴
京
都
２
０
１
８
）

（
10
／
27  

な
ん
た
ん
商
工
感
謝
祭
）

▲沿道の声援を受けながら走る参加者

◀
お
菓
子
の
掴
み
取
り
を
す
る
子
ど
も
た
ち

▲特産品が立ち並ぶ飲食ブース

▲府内産材もくもくコンクール表彰式の様子

「
秋
晴
れ
の
ふ
る
さ
と
美
山
を
楽
し
む
一
日
」

（
11
／
３　

美
山
ふ
る
さ
と
祭
）

　10月20日から28日にかけて、「ＲＵＮ伴
とも

京
都2018」が行われました。ＲＵＮ伴とは、認
知症になっても安心して暮らせる地域づくり
を目的に、認知症の方と地域の方が出会う機
会作りとして、１本のタスキを全国につない
でいくイベントです。
　20日、市内では医療や福祉関係団体の職
員、地域の支援者や認知症当事者ら約50人が
参加しました。参加者は認知症のイメージカ
ラーであるオレンジ色のシャツを着て、沿道
や近くの商店から声援を受けながら、認知症
への理解あるまちづくりを目指して走りまし
た。
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　10月27日、「京都新光悦村秋祭
り」が井筒八ッ橋本舗で開催されま
した。会場では、スイーツバイキン
グやものづくり体験コーナーのほか、
講演会も催されました。講演では、
2021年度に予定されている文化庁
の京都移転について、文化庁地域文
化創生本部の松

まつ

坂
ざか

浩
ひろ

史
し

事務局長が説
明。また、京都新光悦村に工場を建
設中のミツフジ株式会社の三

み

寺
てら

歩
あゆむ

代
表取締役社長が、今後の新工場で目
指す取り組みについて講演されまし
た。

　平成30年は、中央図書館と文化博
物館が開館20周年となり、多数の記
念事業を展開しています。11月25
日、絵本作家の高

たか

畠
ばたけ

純
じゅん

さんを講師に、
ワークショップ「ぼくの、わたしの、
どうぶつえんづくり」を文化博物館で
開催しました。
　約40人の親子らが参加し、高畠さ
んと一緒に絵の楽しさを感じながら、
色とりどりの動物を画用紙いっぱいに
描き、オリジナルの動物園を作ること
ができました。また、絵本の読み聞か
せもあり、ユーモアあふれる絵本の世
界に引き込まれていました。

　12月1日から5日まで、人権意識の向上と
地域交流を目的に「第35回南丹人権フェス
タやぎ」が行われました。
　1日には八木東幼児学園の園児と地域の
小学生による子どもみこしの巡行が行われ、
地域には元気あふれる掛け声に包まれてい
ました。2日には八木東部文化センターを
会場に、太鼓演奏や踊りなど、地域で活動
されている団体の活動発表があり、会場は
大いに賑わいました。また、期間中は小中
学生や地域の団体による作品や活動報告
の展示が行われました。

「
も
の
づ
く
り
の
村
で
秋
を
満
喫
す
る
」

「
高
畠
純
さ
ん
と
一
緒
に
絵
本
を
楽
し
む
」

「
人
権
尊
重
と
世
代
間
交
流
を
楽
し
む
」

「
ほ
ほ
え
み
の
寺
清
源
寺
で
木
喰
ま
つ
り
」

（
11
／
25　

ぼ
く
の
、
わ
た
し
の
、
ど
う
ぶ
つ
え
ん
づ
く
り
）

（
12
／
１
〜
５　

第
35
回
南
丹
人
権
フ
ェ
ス
タ
や
ぎ
）

（
11
／
18　

木
喰
ま
つ
り
＆
木
喰
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

▲自社製品と今後の取り組みを語る三寺社長

▲参加者にアドバイスする高畠さん

▲手作りの子どもみこしで練り歩く園児ら

（
10
／
27　

京
都
新
光
悦
村
秋
祭
り
）

　11月18日、八木町の清源寺で「木喰まつ
り＆木喰フォーラム」が開催されました。木
喰像を生んだ木喰上人の生誕300年と八木
町観光協会創立25周年を記念して、八木
町観光協会が主催しました。
　会場では、過去に振る舞われていた献立
表を参考にした精進料理の賞味や八木町
在住のピアニスト八

や ぎ み き こ

木美樹子さん作曲「木
喰さんの願い」の披露、全国木喰研究会評
議員の小

こ

島
じま

梯
てい

次
じ

先生による講演が行われま
した。訪れた約200人の来場者らは、上人
晩年作のほほえみ仏に癒されました。

▲「木喰さんの願い」を披露する大城敦博さん（左・ヴァイパー
ヴァイオリン）、八木美樹子さん（中・ピアノ）、松村敬史
さん（右・ギター）



１月 January
 ７日 平成30年南丹市消防団出初式
  平成30年南丹市成人式
 　 新成人240人が出席し、20歳の門出を祝いました。

 20日 学生のまち南丹　地域連携フォーラム
 30日 南丹市総合教育会議

11月 November
 ３日 美山ふるさと祭
 18日 木喰まつり
 25日 ぼくの、わたしの、どうぶつえんづくり
  －高畠純さんワークショップ－

12月 December
 ８日 重要伝統的建造物群保存地区選定
  25周年記念式典
 20日 小中学生代表者による
  「市長と語ろう、私たちのまちづくり」
28日～29日　平成30年 南丹市消防団年末警戒

７月 July
 １日 第６回南丹市消防団操法大会
 ２日 山内守副市長就任式
  南丹市美山町自然文化村創立30周年記念式典
   ５日～８日　平成30年7月豪雨
　台風７号や梅雨前線の影響により、西日本を中心に広
範囲で大雨が降り続き、南丹市でも多くの爪痕を残しま
した。

 27日 シティプロモーションテーマソング「みんなでな
んた－－－－ん！」周知イベント

 31日 森榮一教育長退任式

８月 August
 １日 木村義二教育長就任式
 １日・６日　南丹市空き家バンクの運営に関する協定

書調印式
 14日 第72回京都南丹市花火大会
 28日 第４回京都丹波トライアスロン大会in南丹
  第１回全国高等学校トライアスロン選手権
　台風20号の影響によりスイムを除いた「デュアスロ
ン」（ラン・バイクの２種目）での開催となりました。全
国から集まった約600人の参加者が、田園風景の広が
るコースを駆け巡りました。

 14日 第72回京都南丹市花火大会

６月 June
 ７日 さくら楽習館　防災講座
 23日 第13回きらりなんたん
 29日 松田清孝副市長退庁式
 30日 南丹市公共施設シンポジウム

―To look back on a year ―
　平成30年の南丹市１年間の主な出来事をカレンダーに
して振り返りました。南丹市はどんな１年を歩んできた
のでしょうか。

ニュースダイジェスト２０１8

News DigestNews Digest 2018

NANTAN CITY

２月 February
 11日 南丹市議会議員一般選挙
 18日 氷室の郷　テラスリニューアルオープン
 20日 平成29年度南丹市民生児童委員協議会
  民生委員制度創設100周年記念研修会

４月 April
 １日 南丹市消防団入退団式
 ８日 南丹市長選挙　－西村良平氏が当選－
 15日 南丹市原子力防災研修会
 27日 佐々木稔納市長退庁式
　３期１２年間、市政をけん引された佐々木市長の任期
が満了。

５月 May
 １日 西村良平市長登庁式
　西村市政がスタートし、新たな南丹市の歴史が始まり
ました。

 13日 南丹市スポーツ少年団体験入団フェスティバル
 31日 防災パトロール

３月 March
 12日 ミツフジ株式会社京都新工場開設計画
  共同記者発表会
 23日 内林町土地区画整理事業記念碑除幕式
  および竣工式
　約１千人が暮らす住宅地へと姿を変えた内林町土地
区画整理事業が完成。同町の厄神宮には記念碑が建て
られ、完成を祝いました。

 28日 京都丹波高原国定公園ビジターセンター
  完成記念式典

９月 September
 １日 平成30年度南丹市人権講演会
 ３日 地域おこし協力隊委嘱状交付式
 ４日 台風21号最接近
 18日 京都丹波移住・定住促進協議会

10月 October
 １日 スプリングスひよし20周年記念式典
 ５日 第２回丹波くり（丹波栗）広域品評会
 13日 森の京都ハーベスト・ガラ メインイベント
 15日 南丹市戦没者追悼式
 20日 ＲUＮ伴京都２０１８
  第12回南丹工芸文化祭　メインイベント
　「ものづくりのまち」の最大文化イベントである南丹工
芸文化祭のメインイベ
ントが２日間行われ、約
4千人の来場者があり
ました。

 27日 なんたん商工
  感謝祭

24広報なんたん12・1月号



１月 January
 ７日 平成30年南丹市消防団出初式
  平成30年南丹市成人式
 　 新成人240人が出席し、20歳の門出を祝いました。

 20日 学生のまち南丹　地域連携フォーラム
 30日 南丹市総合教育会議

11月 November
 ３日 美山ふるさと祭
 18日 木喰まつり
 25日 ぼくの、わたしの、どうぶつえんづくり
  －高畠純さんワークショップ－

12月 December
 ８日 重要伝統的建造物群保存地区選定
  25周年記念式典
 20日 小中学生代表者による
  「市長と語ろう、私たちのまちづくり」
28日～29日　平成30年 南丹市消防団年末警戒

７月 July
 １日 第６回南丹市消防団操法大会
 ２日 山内守副市長就任式
  南丹市美山町自然文化村創立30周年記念式典
   ５日～８日　平成30年7月豪雨
　台風７号や梅雨前線の影響により、西日本を中心に広
範囲で大雨が降り続き、南丹市でも多くの爪痕を残しま
した。

 27日 シティプロモーションテーマソング「みんなでな
んた－－－－ん！」周知イベント

 31日 森榮一教育長退任式

８月 August
 １日 木村義二教育長就任式
 １日・６日　南丹市空き家バンクの運営に関する協定

書調印式
 14日 第72回京都南丹市花火大会
 28日 第４回京都丹波トライアスロン大会in南丹
  第１回全国高等学校トライアスロン選手権
　台風20号の影響によりスイムを除いた「デュアスロ
ン」（ラン・バイクの２種目）での開催となりました。全
国から集まった約600人の参加者が、田園風景の広が
るコースを駆け巡りました。

 14日 第72回京都南丹市花火大会

６月 June
 ７日 さくら楽習館　防災講座
 23日 第13回きらりなんたん
 29日 松田清孝副市長退庁式
 30日 南丹市公共施設シンポジウム

―To look back on a year ―
　平成30年の南丹市１年間の主な出来事をカレンダーに
して振り返りました。南丹市はどんな１年を歩んできた
のでしょうか。

ニュースダイジェスト２０１8

News DigestNews Digest 2018

NANTAN CITY

２月 February
 11日 南丹市議会議員一般選挙
 18日 氷室の郷　テラスリニューアルオープン
 20日 平成29年度南丹市民生児童委員協議会
  民生委員制度創設100周年記念研修会

４月 April
 １日 南丹市消防団入退団式
 ８日 南丹市長選挙　－西村良平氏が当選－
 15日 南丹市原子力防災研修会
 27日 佐々木稔納市長退庁式
　３期１２年間、市政をけん引された佐々木市長の任期
が満了。

５月 May
 １日 西村良平市長登庁式
　西村市政がスタートし、新たな南丹市の歴史が始まり
ました。

 13日 南丹市スポーツ少年団体験入団フェスティバル
 31日 防災パトロール

３月 March
 12日 ミツフジ株式会社京都新工場開設計画
  共同記者発表会
 23日 内林町土地区画整理事業記念碑除幕式
  および竣工式
　約１千人が暮らす住宅地へと姿を変えた内林町土地
区画整理事業が完成。同町の厄神宮には記念碑が建て
られ、完成を祝いました。

 28日 京都丹波高原国定公園ビジターセンター
  完成記念式典

９月 September
 １日 平成30年度南丹市人権講演会
 ３日 地域おこし協力隊委嘱状交付式
 ４日 台風21号最接近
 18日 京都丹波移住・定住促進協議会

10月 October
 １日 スプリングスひよし20周年記念式典
 ５日 第２回丹波くり（丹波栗）広域品評会
 13日 森の京都ハーベスト・ガラ メインイベント
 15日 南丹市戦没者追悼式
 20日 ＲUＮ伴京都２０１８
  第12回南丹工芸文化祭　メインイベント
　「ものづくりのまち」の最大文化イベントである南丹工
芸文化祭のメインイベ
ントが２日間行われ、約
4千人の来場者があり
ました。

 27日 なんたん商工
  感謝祭
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●総人口：32,021人（−35)
　（男：15,456人

（−6）
・女：16,565人

（−29）
）

●世帯数：14,217世帯（−7)
（平成30年12月1日現在）

（　）内は前月比

「３姉弟、仲良く元気いっぱい
 大きくなってね！」（父・母より）　

●
園
部
町

井い
の

上う
え

　
結ゆ

心い

ち
ゃ
ん（
7
歳
）

咲さ

葵き

ち
ゃ
ん（
5
歳
）  

陽は
る

尊と

く
ん（
0
歳
）

2018.12・2019.1

「
ふ
し
ぎ
な
た
ま
ご
」

寺て
ら

町ま
ち　

咲さ

希き

さ
ん
（
2
年
）

「
雲
」

稲い
な

内う
ち　

晴は
れ
る

さ
ん
（
4
年
）

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
」

坂さ
か

井い　

音お
と

葉は

さ
ん
（
5
年
）

「
う
さ
ぎ
と
パ
ン
ダ
の
ケ
ー
キ
」

林は
や
し　

望も

歩あ

さ
ん
（
1
年
）

▲ふしぎなたまごから妖精がでてきて、
楽しんでいるところが描けています。

▲電動糸のこぎりの特長を生かして曲
線や細かなパーツを切りだすことがで
きています。

▲３色の色をうまく使って、ウサギと
パンダが作れています。

▶
上
下
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
力
強
く
書

け
て
い
ま
す
。


